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○日光市杉並木公園へ看板等を設置しました！

「釣り無心」仲川　弘道 氏 ( 群馬県太田市）

奥日光清流清湖フォトコンテスト2017　副会長賞

「学産官連携協定“RENIKS PROJECT”　　
（※）」

 による小水力発電導入促進事業

⁖3&/*,4� 130+&$5zの取りみも、ࠓ年度で３年目を
ܴえました。ࠓ年度４ճ目のϫークγϣップʢ８月３日ʣでは、
、３年生のみなさんが、��ˆものॵの中ߍ高等学ۀ市ࠓ
ਿฒ公園の࠶උを行いました。খ水力発ిஔ「ϐコϐ
Χ」のϝンテφンスやイルϛωーγϣンのิमをしました。ࠓ

市ԁ分水Ҫのઆ明൘、z3&/*,4� 130+&$5zの取り
みのઆ明൘を作・ઃஔし、より一าいて楽しめる公園
になるように活動しました。また、ߐچ࿈ՈԣにϕンνをҠઃ
しました。ͥ ひਿฒ公園にお立ちدりください。

○”RENIKS PROJECT” 成果発表会にお越しください！
３年ؒの取りみについて、高ߍ生から解આをします。また、実
にਿฒ公園にઃஔされているখ水力発ిஔもలࣔしますࡍ
ので、みなさまの参加をおちしております！

また、��݄��ʙ��݄��のؒ、ࢢ民ΪϟϥϦʔでύネϧలࣔをします。ͥ ͻお立ちدΓくͩさい。

▲

申請にあたっては市ホームページをご覧ください
https://www.city.nikko.lg.jp/kankyou/guide/tochi/hatsuden/h30solar.html

(※）「学産官連携協定”RENIKS PROJECT”」とは…
平成28年３月協働のまちづくりの推進と再生可能エネルギーの普及促進を図ることを目的に、今市工業高等学校、㈱協和コンサルタンツ、㈲角野製作所及び
日光市の４者が締結した協定。再生可能エネルギー（RENEWABLE ENERGY）、日光市（N）、今市工業高等学校（I）、㈱協和コンサル（K）及び㈲角野製作所
（S）の頭文字をとったもの。

「住宅用太陽光発電システム設置費補助金」終了のお知らせ
太陽光発電システム設置費用の下落が確認でき、固定価格買取制度によって売電収入も得られることから、住宅用太陽光発

電システム設置費補助金は平成３１年３月末をもって終了することとなりました。
予算の範囲内で受付します（60件程度）ので、対象となる方はお早めに申請頂きますようお願いいたします。

࣌ɿฏ����݄̓ 	ۚ 
ɹ�����ʙ �����
ॴɿಓのӺޫ�ޫ֗ಓχコχコຊਞଟతɾ
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危険！エコドライブ講習会のお知らせ
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▲
日
光シモツケコウホネ自生地

県から注意喚起があった時には
不要不急の外出を控えましょう。 
屋外での長時間の激しい運動を控えましょう。 
屋内においても換気や窓の開閉を必要最低限にしましょう。 
呼吸器系等の疾患のある方、子供、高齢者等はより慎重に行動しましょう。 

◆日　　時 １０月２９日（月） 

 午前の部　９：００～１２：００　　午後の部　１：００～４：００

◆場　　所 日光自動車学校（日光市倉ヶ崎新田１２２－１）

◆対　　象 市内に在住または在勤の方で、普通自動車免許をお持ちの方

◆参 加 費 無料

◆定　　員 午前・午後の部　各１５人（※先着順になります。）

◆講　　師 一般社団法人日本自動車連盟栃木支部（ＪＡＦ）

◆申込方法 環境課宛て電話、Eメール等で申込み

 電話 ０２８８－２１－５１５２　　Eメール　kankyou@city.nikko.lg.jp

※次の項目について教えてください。
お名前、ご住所（市外の方はお勤め先）、年齢、運転歴（年数）、ご連絡先電話番号、参加希望の部（午前または午後）

◆募集締切　　平成３０年１０月１０日（水）　

小代の「シモツケコウホネ」（下野河骨）中禅寺湖湖上学習会

第2回 水と緑の体験ツアー

エ コ ド ラ イ ブ で燃費改善しよう！

シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
は
、
2
0
0
6
年
に
新

種
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
中
で
栃
木
県
内
の
限
ら
れ
た
場
所
に
し

か
生
育
し
て
い
な
い
希
少
種
で
、
環
境
省
レ
ッ

ド
リ
ス
ト

　絶
滅
危
惧
I
A
類
の
中
で
も
特
別

に
「
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
採
集
や
所
持
、
流
通

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布
す
る
同
じ
属
の

コ
ウ
ホ
ネ
と
は
異
な
り
、
水
の
中
に
し
か
葉
を

作
ら
ず
、
黄
色
い
花
の
中
心
に
あ
る
柱
頭
盤
が

赤
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
水
中
の
葉
っ
ぱ
は
茶

色
く
て
ワ
カ
メ
そ
っ
く
り
な
の
で
地
元
で
は

「
川
わ
か
め
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
元
有
志
に
よ
る
「
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
と

里
を
守
る
会
」
で
は
、
貴
重
な
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ

ホ
ネ
を
守
る
た
め
に
、
新
潟
大
学
の
志
賀
隆
准

教
授
の
研
究
チ
ー
ム
と
連
携
し
定
期
的
な
草
刈

シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
は
、
2
0
0
6
年
に
新

種
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
中
で
栃
木
県
内
の
限
ら
れ
た
場
所
に
し

か
生
育
し
て
い
な
い
希
少
種
で
、
環
境
省
レ
ッ

ド
リ
ス
ト

　絶
滅
危
惧
I
A
類
の
中
で
も
特
別

に
「
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
採
集
や
所
持
、
流
通

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布
す
る
同
じ
属
の

コ
ウ
ホ
ネ
と
は
異
な
り
、
水
の
中
に
し
か
葉
を

作
ら
ず
、
黄
色
い
花
の
中
心
に
あ
る
柱
頭
盤
が

赤
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
水
中
の
葉
っ
ぱ
は
茶

色
く
て
ワ
カ
メ
そ
っ
く
り
な
の
で
地
元
で
は

「
川
わ
か
め
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
元
有
志
に
よ
る
「
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
と

里
を
守
る
会
」
で
は
、
貴
重
な
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ

ホ
ネ
を
守
る
た
め
に
、
新
潟
大
学
の
志
賀
隆
准

教
授
の
研
究
チ
ー
ム
と
連
携
し
定
期
的
な
草
刈

り
や
移
植
な
ど
の
保
全
活
動
、
専
門
家
を
招
い
て
の
観
察

会
、
水
質
・
開
花
状
況
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
2
0
1
3
年
み
ど

り
の
日
自
然
環
境
功
労
大
臣
表
彰
、2
0
1
4
年
下
野
ふ
る

さ
と
大
賞
準
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

現
在
も
自
生
地
で
は
多
く
の
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
が
群
生
し
、

毎
年
6
月
か
ら
9
月
末
頃
ま
で
か
れ
ん
な
黄
色
い
花
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・水路の土手は自然に近い状態なので、人が乗ると簡単
に崩れてしまいます。水路の縁に近づかないで下さい。

・水路内には絶対に立ち入らないで下さい。葉を痛め
てしまいます。

・水路内に三脚を立てることもご遠慮下さい。
・近くには民家もあるので、迷惑にならないようお願

いします。
貴重なシモツケコウホネを守るために、ご協力をよろ
しくお願いします。 

最近はガソリン代も高いけれど、日光市は広いから
車を使わないわけにはいかない……。そんな方も多
いのではないでしょうか？
エコドライブを実践すれば、ほんの少しの気配りで

車の燃費が改善でき、燃料代が節約できて、二酸化
炭素排出量の削減に貢献できます。
エコドライブのちょっとしたコツでお財布にも地球
にも優しいあなたになれます！

講習会では、インストラクターの指導のもと普通乗用車を運転し、燃費を計測しながらエコドライブを学ぶことができます。
講習会の最後には、参加者の一人ひとりに結果診断書をお渡ししますので、改善結果が一目でわかります。

日光国立公園内の奥日光地域ではオオハンゴンソウ
をはじめとした外来種の植物が繁殖しています。
これら外来種は生命力が強く、その地域にもともと存
在していた在来種の生息を脅かし増え続けています。
日光市では毎年ボランティアの方々を募集し、オオ
ハンゴンソウやフランスギク等外来種の駆除を行っ
ています。

ळͷਂ·ΔઓϲݪΛา͖ͳ͕Βɺͱਫͷͭͳ
͕Γʹ͍ͭͯͯ͑ߟΈ·ͤΜ͔ʁ
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※申込み方法など詳しくは、日光市ホーム
ページで内容をご確認ください。
http://www.city.nikko.lg.jp/kankyou/gyous
ei/shisei/kankyou/seiryuuseiko.html

奥日光の外来植物

※外来種は、見た目は普通の花と変わりなく綺麗に咲いてい
ますが、とても繁殖力が強く、法律で許可のない栽培や運搬
が禁止されています。安易に持ち帰ると付近の生態系に大き
な被害をもたらす可能性がありますので絶対にやめましょう。

•地震や風水害で被災し、壊れた太陽光発電設備でも、光が当た

ると発電し、切断されたケーブル等によって感電する危険性が

あります。このような設備がありましたら、不用意に近づかず、電

気工事士やメーカー等の専門家の指示を受けてください。

•パネル部分は、ガラスでできています。破損部分に触れるとケガ

をする可能性があります。

•破損したパネルに雨水などが当たると、有害物質が流出する恐

れや感電する危険性も高まります。

•危険性のある太陽光発電設備には、みだりに人が触れないよう

に囲いを設けたり、張り紙をしたりして注意を促してください。

ඃͯ͠ࡂյΕͨଠཅޫൃిઃඋʹ
Βͳ͍でʂدۙ

自生地での観察の際には、
次の点にご注意ください。

「奥日光清流清湖保全協議会」主催の中禅寺湖湖上学
習会を８月３日㈮に開催しました。この学習会は、奥日光
水域の自然に親しむとともに、水環境保全への理解を楽
しみながら深めていただくことを目的としています。
午前中は遊覧船に乗って中禅寺湖を周遊しながら、透

明度等の水質調査や、湖に生息しているプランクトンの採
取、パックテストを用いた水質の学習を行いました。体験
を通じて、中禅寺湖の水質が保たれていることを学習す

ることができました。
午後は「日光自然博物館」で、午前中に採取したプラン

クトンの観察や博物館見学を行いました。プランクトン観
察は顕微鏡を使用して行い、みんな夢中になってプラン
クトンの動きを追いかけていました。
当日は４４名の参加者が、体験活動を通じて楽しみな

がら、奥日光の水環境について学ぶことができました。

参加者
募集

⬇

鬼
怒
川

⬇

今
市
I
C

オータニ

今市警察署
コンビニ

イオン

オート
アールズ

ベイシア

文

大谷向駅

矢板方面➡

参加者の声
●普段の運転を見てもらう機会はな
かなかないので、貴重な体験でした。
アクセル・ブレーキの使い方を見直
すきっかけになりました。
●発進時のアクセルの感じがわかっ
た。気を付けて運転することで、燃費
が大きくかわることを学べた。
●目で見えるようにデータ化してい
ただけて、どこを改善すべきかなど
分かりやすかった。
●エコドライブが安全運転につなが
ります。気持ち、操作に余裕が持てる
ということを改めて実感しました。

皆さんもエコドライブを習得して、気
持ちよく運転してみましょう！

͓͍߹Θͤઌ ����՝ɿ5&-ʢ��ʣڥ 2環境にっこう
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中
に
し
か
葉
を

作
ら
ず
、
黄
色
い
花
の
中
心
に
あ
る
柱
頭
盤
が

赤
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
水
中
の
葉
っ
ぱ
は
茶

色
く
て
ワ
カ
メ
そ
っ
く
り
な
の
で
地
元
で
は

「
川
わ
か
め
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
元
有
志
に
よ
る
「
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
と

里
を
守
る
会
」
で
は
、
貴
重
な
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ

ホ
ネ
を
守
る
た
め
に
、
新
潟
大
学
の
志
賀
隆
准

教
授
の
研
究
チ
ー
ム
と
連
携
し
定
期
的
な
草
刈

り
や
移
植
な
ど
の
保
全
活
動
、
専
門
家
を
招
い
て
の
観
察

会
、
水
質
・
開
花
状
況
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
2
0
1
3
年
み
ど

り
の
日
自
然
環
境
功
労
大
臣
表
彰
、2
0
1
4
年
下
野
ふ
る

さ
と
大
賞
準
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

現
在
も
自
生
地
で
は
多
く
の
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
が
群
生
し
、

毎
年
6
月
か
ら
9
月
末
頃
ま
で
か
れ
ん
な
黄
色
い
花
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・水路の土手は自然に近い状態なので、人が乗ると簡単
に崩れてしまいます。水路の縁に近づかないで下さい。

・水路内には絶対に立ち入らないで下さい。葉を痛め
てしまいます。

・水路内に三脚を立てることもご遠慮下さい。
・近くには民家もあるので、迷惑にならないようお願

いします。
貴重なシモツケコウホネを守るために、ご協力をよろ
しくお願いします。 

最近はガソリン代も高いけれど、日光市は広いから
車を使わないわけにはいかない……。そんな方も多
いのではないでしょうか？
エコドライブを実践すれば、ほんの少しの気配りで

車の燃費が改善でき、燃料代が節約できて、二酸化
炭素排出量の削減に貢献できます。
エコドライブのちょっとしたコツでお財布にも地球
にも優しいあなたになれます！

講習会では、インストラクターの指導のもと普通乗用車を運転し、燃費を計測しながらエコドライブを学ぶことができます。
講習会の最後には、参加者の一人ひとりに結果診断書をお渡ししますので、改善結果が一目でわかります。

日光国立公園内の奥日光地域ではオオハンゴンソウ
をはじめとした外来種の植物が繁殖しています。
これら外来種は生命力が強く、その地域にもともと存
在していた在来種の生息を脅かし増え続けています。
日光市では毎年ボランティアの方々を募集し、オオ
ハンゴンソウやフランスギク等外来種の駆除を行っ
ています。

ळͷਂ·ΔઓϲݪΛา͖ͳ͕Βɺͱਫͷͭͳ
͕Γʹ͍ͭͯͯ͑ߟΈ·ͤΜ͔ʁ
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※申込み方法など詳しくは、日光市ホーム
ページで内容をご確認ください。
http://www.city.nikko.lg.jp/kankyou/gyous
ei/shisei/kankyou/seiryuuseiko.html

奥日光の外来植物

※外来種は、見た目は普通の花と変わりなく綺麗に咲いてい
ますが、とても繁殖力が強く、法律で許可のない栽培や運搬
が禁止されています。安易に持ち帰ると付近の生態系に大き
な被害をもたらす可能性がありますので絶対にやめましょう。

•地震や風水害で被災し、壊れた太陽光発電設備でも、光が当た

ると発電し、切断されたケーブル等によって感電する危険性が

あります。このような設備がありましたら、不用意に近づかず、電

気工事士やメーカー等の専門家の指示を受けてください。

•パネル部分は、ガラスでできています。破損部分に触れるとケガ

をする可能性があります。

•破損したパネルに雨水などが当たると、有害物質が流出する恐

れや感電する危険性も高まります。

•危険性のある太陽光発電設備には、みだりに人が触れないよう

に囲いを設けたり、張り紙をしたりして注意を促してください。

ඃͯ͠ࡂյΕͨଠཅޫൃిઃඋʹ
Βͳ͍でʂدۙ

自生地での観察の際には、
次の点にご注意ください。

「奥日光清流清湖保全協議会」主催の中禅寺湖湖上学
習会を８月３日㈮に開催しました。この学習会は、奥日光
水域の自然に親しむとともに、水環境保全への理解を楽
しみながら深めていただくことを目的としています。
午前中は遊覧船に乗って中禅寺湖を周遊しながら、透

明度等の水質調査や、湖に生息しているプランクトンの採
取、パックテストを用いた水質の学習を行いました。体験
を通じて、中禅寺湖の水質が保たれていることを学習す

ることができました。
午後は「日光自然博物館」で、午前中に採取したプラン

クトンの観察や博物館見学を行いました。プランクトン観
察は顕微鏡を使用して行い、みんな夢中になってプラン
クトンの動きを追いかけていました。
当日は４４名の参加者が、体験活動を通じて楽しみな

がら、奥日光の水環境について学ぶことができました。

参加者
募集

⬇

鬼
怒
川

⬇

今
市
I
C

オータニ

今市警察署
コンビニ

イオン

オート
アールズ

ベイシア

文

大谷向駅

矢板方面➡

参加者の声
●普段の運転を見てもらう機会はな
かなかないので、貴重な体験でした。
アクセル・ブレーキの使い方を見直
すきっかけになりました。
●発進時のアクセルの感じがわかっ
た。気を付けて運転することで、燃費
が大きくかわることを学べた。
●目で見えるようにデータ化してい
ただけて、どこを改善すべきかなど
分かりやすかった。
●エコドライブが安全運転につなが
ります。気持ち、操作に余裕が持てる
ということを改めて実感しました。

皆さんもエコドライブを習得して、気
持ちよく運転してみましょう！

3 環境にっこう ͓͍߹Θͤઌ ����՝ɿ5&-ʢ��ʣڥ
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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
同
で
設
置
・
管
理
し
て
い
る
地
域
の
公
共
施
設
で
す
。ル
ー
ル
を

守
っ
て
気
持
ち
よ
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
収
集
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。朝
８
時
30
分
以
降
に
出
さ
れ
た
ご
み
で
、ご
み
収

集
車
が
回
収
し
た
後
に
出
さ
れ
た
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

生
ご
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
の
燃
え
る
ご
み

は
、指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。指
定
ご

み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
も
の
は
直
接
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、刈
草
・
落
葉
、せ
ん
定
枝
、紙
お
む
つ
、ふ
と
ん

な
ど
は
有
料
化
対
象
外
に
な
り
ま
す
。せ
ん
定
枝
は
太

さ
２
㎝
、長
さ
50
㎝
以
内
に
し
て
、片
手
で
持
て
る
程
度

に
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

刈
草
・
落
葉
は
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

お
む
つ
は
、汚
物
を
取
り
除
い
た
後
、透
明
・
半
透
明

の
袋
に
入
れ
、袋
の
外
側
に「
お
む
つ
」と
記
入
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ふ
と
ん
は
、座
ぶ
と
ん
程
度
の
大
き
さ
に
切
り
、袋
に

入
れ
る
か
ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ

ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
は
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。分
別
し
た
ラ
ベ

ル
と
キ
ャッ
プ
は
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
が
缶
に
残
っ
た
ま
ま
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
る

と
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で
圧
縮
さ
れ
た
際

に
ガ
ス
が
漏
れ
出
し
、
こ
の
ガ
ス
に
金
属
同
士
の
接
触

で
生
じ
た
火
花
が
引
火
す
る
と
、
ご
み
が
燃
え
上
が
る

火
災
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
国
的
に
も

同
様
な
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
に
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
出
し
方
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
・
・
使
い
切
っ

た
後
、
完
全
に
ガ
ス
を
抜
く
た
め
に
穴
を
空
け
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
・
・
・
ガ
ス
を
完
全
に
抜
い
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
貸
し
出
し
後
、
５
年
以
上
経
過
し
て
破
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
は
、
新
し
い
も
の
と
交
換
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
自
治
会
の
環
境
美
化
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
み
袋
の
下
に
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
の
端
を

押
し
込
む
な
ど
、

ご
み
袋
を
包
み
込

む
よ
う
に
ネ
ッ
ト

を
ご
使
用
い
た
だ

く
と
効
果
的
で

す
。

▼
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
出
し
方
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を

分
別
し
て
く
だ
さ
い

▼
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

▼
燃
え
る
ご
み
は
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い

▼
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

資
源
・
ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
〜
る
」

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は

お
済
み
で
す
か
？

資
源
・
ご
み
分
別
ア
プ
リ「
さ
ん

あ
〜
る
」は
、分
別
方
法
を
手
軽
に

検
索
し
た
り
、資
源
や
ご
み
の
収
集

日
を
お
知
ら
せ
す
る
機
能
が
つ
い
て

い
る
ア
プ
リ
で
す
。

ご
み
収
集
日
の
変
更
も
自
動
配

信
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

印刷には環境にやさしい植物油
インキを使用しております。

リサイクル適性
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。
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